
皆の広場         

素人の神話考④「ｲﾝﾄﾞ神話・世界遺産」        自文科        永野  徹  

 ［１］はじめに 

①インドの宗教概観  

インドの国土は日本の約 8.7倍、人口は 11億人超でその内約８３％がヒンズー教徒内約 70％がヴィ

シュヌ派、約２５％がｼｳﾞｧ派、残りがｼｬｸﾃｲ派とその他が占める。ｲﾝﾄﾞの宗教は「多様性の統一」と言

われ性格の異なる無数の神々で、信仰はﾋﾝｽﾞー 教である。常に変容を繰り返して現在も新しい神々

が生まれ続けていると言う。紀元前１０世紀頃に「ヴェーダ聖典」の原形を成立したｱｰﾘﾔ人は祭祀中

心のバラモン教を形成して行った。仏教や、ｼﾞｬｲﾅ教の興隆で一時影を薄くしたが紀元前 3 世紀頃

にはそれまでの宗教的要素を集大成したヒンズー教が誕生した。現代のｲﾝﾄﾞを旅すると商売繁盛の

神が掲げられたり、本にも神話の神々が最初に登場するのは 19 世紀後半の画家ｳﾞｧﾙﾏｰの影響が

大きい。彼は大衆宗教画の原点のような作品を作り、版画で複製した。 

②三神一体神話（トリムル-テｨ）   

 ｲﾝﾄﾞ神話の時間は途方もなく果てしなく長い。人々の生きる世界は創造から終焉まで４３億２千万年

で、現在は4期に分れた最後の「ｶﾘ･ﾕｶﾞ」の時期にある。4期の世界は紀元前3000年頃に始まり、43

万２千年後には 7つの太陽によって 100の干ばつが起き 12年間雨が降ったあとに大洪水に呑み込

まれて無くなると説く。その後、新たに世界は再生されると言う。その創造を司る神が「プラフマー神」

で維持を任される神が「ヴィシュヌ神」、破壊を担う神が「シヴァ神」でこの三神は究極的には同一神

＝「トリムル-テｨ(三神一体）」であると言われる。宇宙ｴﾈﾙｷﾞー の源となる三大神とその妃のﾍﾟｱｰは次

のとおり。   

・ラフマー神とサラスヴァテｲｰ妃 ・ヴィシュヌ神とﾗｸｼｭﾐｰ妃 ・シヴァ神とﾊﾟｰﾙｳﾞｧﾃｲｰ妃 

③大叙事詩「ﾏﾊｰﾊﾞー ﾗﾀ」「ﾗｰﾏｰﾔﾅ」   

人類は数多くの叙事詩を持つがｲﾝﾄﾞ叙事詩のｽｹｰﾙは完全に他を圧している。ﾏﾊｰﾊﾞー ﾗﾀはｷﾞﾘｼ

ｬ大叙事詩ｲｰﾘｱｽ、ｵﾃﾞｯｾｲを合せた 7倍にも相当する長編。「ｳﾞｪｰﾀﾞ」はヒンズー教の祭典として、祭

祀階級のためのものと言う性格が強くて二大叙事詩に共通している事は、宗教的、社会的伝承の強

い物語であるが広く大衆に開かれた作品である。 

更に両叙事詩の主要なｽﾄｰﾘｰの割合はﾗｰﾏｰﾔﾅが1/3、ﾏﾊｰﾊﾞー ﾗﾀが1/5で、夫々付随させた物

語（古い伝承や説話の集大成)がﾗｰﾏﾔﾅで 2/3、ﾏﾊﾊﾞﾗﾀで 4/5とはるかに長いと言う特徴がある。主

人公は夫々ｳﾞｨｼｭﾇ神の化身ﾗｰﾏ(ﾗｰﾏｰﾔﾅ)とｸﾘｼｭﾅ(ﾏﾊｰﾊﾞー ﾗﾀ）である。ｸﾘｼｭﾅｰに関わる部分は

BC7 世紀以前ﾏﾄｩﾗｰに実在した人物で宗教的自覚を達成した後、実践倫理を強調する新しい宗教

を広めた人がモデルといわれる。この二大叙事詩は 2000 年以上に渡りｲﾝﾄﾞの民衆の心に住み続け

てきた作品である。 

「ﾏﾊｰﾊﾞー ﾗﾀ」…「ﾏﾊｰﾊﾞー ﾗﾀ」は遥か昔ｲﾝﾄﾞのﾊﾞー ﾗﾀ王の子孫であるクル族に起きた歴史上の大戦

争をもとに編纂された物語でＢＣ3 世紀ごろにはほぼ出来上がり、AD4 世紀に完成

を見た。編纂者は聖仙ｳﾞｨﾔｰｻとなっている。 

「ﾗｰﾏｰﾔﾅ」… 一方、「ﾗｰﾏｰﾔﾅ」は勇敢なﾗｰﾏ王子が悪魔に連れ去られた姫を取り戻す英雄物語

で BC5世紀には原形が出来きAD2世紀頃に完成したようで、編纂者は詩仙ｳﾞｧｰﾙ

ﾐｰｷと言われている。以下にインド神話誕生から現在までの主な出来事を年表形式

で示す。            １ 



［２］インド宗教史年表 

①「紀元前」(BC）                                              

1200～1000 「ﾘｸ･ﾞｳﾞｪｰﾀﾞ」の成立 

800 初期ｳﾊﾟﾆｼｬｯﾄﾞ成立 

800頃 「ﾌﾟﾗｰﾌﾏﾅ」の成立 

500頃 ｸﾘｼｭﾅがﾔｰﾀｳﾞｧ族の間で新宗教を開く 

500頃 釈迦入滅(BC485、486、383等諸説あり) 

390頃 ﾏｶﾞﾀ王国のｱｼﾞｬｰﾀｼｬﾄﾙ即位 

317 ﾏｳﾘﾔ王朝誕生（ﾁｬﾝﾄﾞﾗｸﾞﾌﾞﾀ王) 

268 ｱｼｮｰｶ王即位 

BC200～AD200 「ﾏﾊｰﾊﾞー ﾗﾀ」の原形の成立(作者：ｳﾞｧｲﾔｰｻｰ詩仙） 

 「ﾗｰﾏｰﾔﾅ」の原形の成立（作者：ｳﾞｧｰﾙﾐｰｷ詩仙） 

150～100 「ﾊﾞｶﾞｳﾞｧｯﾄﾞ･ｷﾞー ﾀｰ」の原形成立 

②「紀元後」(AD) 

130～150 

320～500 

320～500 

378 

400～450 

400～450 

400頃 

13世紀 

ｶﾆｼｶ王仏教に帰依 

ｸﾞﾌﾞﾀ王朝（ﾁｬﾝﾄﾞﾗｸﾞﾌﾟﾀ１世が創設し即位） 

「ﾆｬｰﾔ･ｽｰﾄﾗ」成立 

ﾁｬﾝﾄﾞﾗｸﾞﾌﾞﾀ２世が即位（「ｳﾞｨｼｭﾇ教」に帰依） 

「ﾌﾟﾗﾌﾏ･ｽｰﾄﾗ」成立 

「ﾖｰｶﾞ・ｽｰﾄﾗ」成立 

「ﾏﾊｰﾊﾞー ﾗﾀ」「ﾗｰﾏｰﾔﾅ」の現在の形が成立 

「ﾗｰﾏｰﾔﾅ」のﾀﾐｰﾙ語訳、ﾃﾙｸﾞ語訳の成立 

次に、インド二大叙事詩のストーリーを覗いてみます。 

 

［３］「ラーマーヤナ」（ｲﾝﾄﾞ叙事詩：その１） 

（テーマ）     「勇敢な皇子が魔神と戦って連れ去られた妃を取り返す」と言う英雄物語 

（登場人物）   ﾗｰﾏ王子(ｳﾞｨｼｭﾇの化身）：物語主人公で悪魔にさらわれた姫を救出する 

シータｰ姫：ラーマ王子の妃で悪魔にさらわれる 

ﾗｰｳﾞｧﾅ：10の頭と 20の腕を持つ悪鬼=羅刹（ﾗｰｸｼｬﾅ)が姫をさらう 

（ストーリー） 

①悪魔の成長 

ﾗｰｳﾞｧﾅと言う羅刹(ﾗｰｸｼｬｻ)=悪魔は苦行を重ねた結果、神にも負けない力を身につけたのでﾌﾟﾗ

ﾌﾏｰも苦行を認めて「神にも魔神にも殺されない」保証を与えた。但し人間を軽視していたので「人間

には殺されない」との保証は与えなかった。やがてﾗｰｳﾞｧﾅは天界を脅かし、神々を苦しめはじめた

が神々はこの魔神を殺せない定めなのでｳﾞｨｼｭﾇ神に救いを求めた。彼はそれに答えて「私が人間

に姿を変えてﾗｰｳﾞｧﾅと戦いましょう」と約束した。 
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②王子誕生 

その頃、ｱﾖｰﾃﾞｲﾔｰ国のﾀﾞｼｬﾗﾀ王は善政を行う立派な王様でしたが、唯一つ子供が無いのが悩

みでした。そこでヴィシュヌはこの王の子供となる事を決意した。やがて、王の3人の妃は全て身ごも

った。即ち 第一王妃ｶｳｻﾘﾔｰの子｢ラーマ」、第二王妃ｶｲｹｰｲｰの子「バラタ」、第三王妃ｽﾐﾄﾗｰの子

「ラクシュマナ」の 3 人。ダシャラタ王は全ての王子を大事に育てたが特にラーマ王子には愛情を注

いだ。ﾗｰﾏはﾗｸｼｭﾏﾅと親しく、一緒に武術・学問に励んだ。こうして逞しく育っている所に詩仙ｳﾞｨｼｭ

ﾊﾞｰﾐﾄﾗが「私の神聖な祭祀を魔神が汚している」ので「勇敢なラーマ王子に悪魔退治」の懇願にき

た。 

③悪魔退治へ出発 

ラーマ王子はラクシャマナと一緒に出発した。第 1 回目の戦いは恐ろしい女魔神ﾀｰﾀｶの棲む森

で始まり王子側の勝利となった。その後、ｳﾞｨﾃﾞー ﾊのジャナカ王の宮殿についた所、美しい姫シータ

の婿選びの最中で、誰も牽けなかった強弓を楽々とラーマが引いて勝利したので美しいシータ姫と

結婚できることになった。年老いたダシャタラ王は王位をラーマに譲ろうとしたが第２夫人の反対で

14 年間の追放を受け入れ再び旅に出てﾀﾞﾝﾀｶの森に住まいしたところ、羅刹退治を懇願され「人喰

い巨人ｳﾞｨﾗｰﾀﾞ」と戦う羽目になり勝利した。 

④ﾗｰｳﾞｧﾅ姫を誘拐 

そこへ、羅刹の王ラーヴァナの妹が通りかかり、ラーマを一目見てすっかり心を奪われたがラーマ

から断られたので、兄ラーヴァナにシータ姫がどんなに美しいか説いて、ラーマから奪い取るように

進めた。実際にシータを見てその美しさに驚き乞食姿に変身してシーターに近づき姫を誘拐してし

まった。これを目撃していた巨大な鳥がいた。ヴィシュヌの乗り物ガルーダが化身した禿鷹シャター

ユスだった。重大な危機にさらされていると悟った鷹は馬車を追いかけ姫を取り戻そうとするが強大

なラーヴァナによって打ち倒されてしまった。姫をランカー島（スリランカ）まで誘拐してきたラーヴァ

ナはシータ姫に妻になるよう脅すが応じないので 1 年以内に応じないと食べてしまうと宮殿の奥深く

に閉じ込めてしまった。姫が誘拐された事を知ったラーマは気が狂いそうになるがﾗｸｼｭﾏﾅに勇気

づけられ、誘拐の痕跡探しをはじめ、瀕死の重症に喘ぐｼｬﾀｰﾕｽを見つけて経緯を途中まで聞いた

ところで息絶えてしまったので更に捜すと顔の無いｶﾊﾞﾝﾀﾞに出会った。 

⑤猿の英雄ハヌマーン 

カバンダの呪いを解いて聞くと「行方不明者の捜索」については猿王スグリーヴァの協力が必要と

助言を得てバンバー湖へ向い、彼の臣下で神の武勇を供えたハヌマーンの協力を得る事が出来た。

四方八方捜してランカーのラーヴァナが誘拐した事が解った。 

⑥ランカー島(ｽﾘﾗﾝｶ島)の戦い 

早速、ハヌマーンはランガー島まで飛んで姫の安否を探りに浸入して、姫にﾗｰﾏが助けに来る事

を伝えて帰える時にラヴァーの息子インドラジットに捕まり尻尾に火をつけられたので暴れまわって

脱出してラーマに報告した。ラーマとラクシュマナはﾊﾇﾏｰﾝ率いる猿の軍団と共にﾗﾝｶｰ島に渡りラ

ーヴァナの城を包囲したが強力な羅刹の軍団に手こずり、特にﾗｳﾞｧｰﾅの息子インドラジットは魔法

を駆使して強力であったが、ラヴァーナの弟でラーマ王子の味方となったヴィヴィーシャの力で魔法

を見抜く事ができとうとうｲﾝﾄﾞﾗｼﾞｯﾄを倒す事ができた。全軍の力を振り絞って何とか羅刹たちを倒し

たラーマの軍勢もラーヴァナの力には及ばずﾗｰﾏ軍に絶望感が漲っている時に、神々の声が下り不

思議な矢が現れた。「これがプラフマーの矢である。これでラーヴァナを射よ」 
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⑦シータ姫救出 

そこでラーマが念じて、この矢をラーヴァナの心臓へ射こみ最強にして最後の羅刹ラヴァーナを

倒す事ができ、無事シータ姫を取り戻す事ができた。 

⑧戦争後の過ち 

シータ姫を無事救出したラーマ王子はｱﾖ-ﾃﾞｨﾔに凱旋して正式に国王の座につき全ての国民か

ら祝福と歓迎を受け真の平和と安心と繁栄が訪れた。ところが変な噂が出廻り始めた。１０ヶ月もﾗｰｳﾞ

ｧﾅの所に居たシータの貞節を疑う声が高まりシータの追放にラーマも同意してしまい、妊娠していた

シータは森の中の聖者の庵で双子の子供を生みﾗｰﾏにこの子供達がﾗｰﾏの子供である事をｼｰﾀ姫

自身の命と引換えに証明することを決意した。「この子たちはあなたの子供です。もし私の言う事が

真実なら大地の神が私を受け入れてくれるでしょう」すると、見る見るうちに大地が割れてシータを抱

いてそのまま地の底深く消えてしまった。ｼｰﾀ姫は無実の証明の為に自らの命を引き換えにしたの

である。悲しみに打ちひしがれたラーマは王位を子供に譲り昇天した。 

［４］「マハーバーラタ」（ｲﾝﾄﾞ叙事詩：その２） 

（テ ー マ）  バラタ王の子孫クル族に起きた歴史上の大戦争を元に敷衍した物語 

（登場人物）  ﾊﾞー ﾝﾄﾞｳ弟王：ｸﾙ族の前王、ﾕﾃﾞｲｼｭﾃｲﾗ王子：ﾊﾞー ﾝﾄﾞｳ弟王の長男で優秀 

ｱﾙｼﾞｭﾅ王子：ﾊﾞー ﾝﾄﾞｳ弟王の三男で勇敢、 

ﾄﾞﾘﾀﾗｰｼｭﾄﾗ兄王：ｸﾙ族の現王で盲目、 

ﾄﾞｳﾘﾖｰﾀﾞﾅ王子：兄王の王子で悪質 

（ストーリー） 

①王位争い 

兄ﾄﾞﾘﾀﾗｰｼｭﾄﾗは盲目故に弟バーンドウに王座を譲っていたが、弟が早死にしたので後を継いで

王位を継承し「弟の 5人の王子」を面倒見ていた。武術や学問のいずれにおいても自分の 100人の

子供達より優れていたので王位継承者として弟王の長男「ﾕﾃﾞｲｼｭﾄﾗ」を指名したのだが、これを知っ

た我が子である長男「ﾄﾞｳﾘｰﾖｰﾀﾞﾅ」以下が強く反発してﾕﾃﾞｲｼｭﾃｲﾗ等 5 人の王子を都から追放して

しまった。 

②帰国と国土の分割統治 

ﾕﾃﾞｲｼｭﾄﾗ達はﾊﾞﾗﾓﾝの修行者に姿を変えてﾊﾞﾝﾁｬｰﾗ国に辿り着いた所、そこでは「王女ﾄﾞﾗｳﾊﾞﾃﾞ

ｲｰ」の婿選びの弓技大会が開かれており第三王子「ｱﾙｼﾞｭﾅ」が見事に的を射抜いて優勝し、「王女

ﾄﾞﾗｳﾊﾞﾃﾞｨｰ」を連れて帰国したので「ﾄﾞﾘﾀﾗﾗｰｼｭﾄﾗ王」は喜び彼等に国土を半分に分割して治めさせ

た。 

③12年間の再追放 

それにも拘らず「長男ﾄﾞｳﾘﾖｳﾀﾞﾅ」達は 5人兄弟を再度国外へ 12年間追放してしまった。5人の王

子達は12年間その言葉通り国外で過ごし13年目にマツヤ国のヴィーﾗｰﾀ王の宮殿に密かに帰って

きた。ｳﾞｨﾗｰﾀ王は喜んで娘ウッタラーをｱﾙｼﾞｭﾅとﾄﾞﾗｳﾊﾞﾊﾞﾃﾞｲーの間にできたｱﾋﾞﾏﾆｭに嫁がせた。

13 年間が過ぎて、ﾄﾞｳﾘﾖｰﾀﾞﾅに使者を送り領土の返還を求めた所、彼はそれに応じなかった為に戦

争に突入してしまった。 

④大戦争の勃発 

ｸﾙ一族は両陣営に分かれて、１８日間に渡る大戦争へ突入してしまった。１０日目に雨のように打

たれた矢でﾄﾞｳﾘｮｰﾀﾞﾅ側の長老ﾋﾞー ｼｭﾏが戦車から落ちて倒れ、彼が停戦を忠告したがﾄﾞｳﾘﾖｰﾀﾞﾅは 
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承服しなかった。 

⑤ﾊﾞｶﾞｳﾞｧｯﾄﾞ･ｷﾞー ﾀｰ 

ｸﾙ族の両軍は戦争前に各国に使者を送って加勢を求めていた。中でもﾄﾞｳﾙｶｰ王国の「クリシュ

ナ」は特に高名だったので、アルジュナとﾄﾞｳﾘﾖｰﾀﾞﾅ双方が自ら赴いて夫々協力を懇願した。クリュシ

ャナはどちらにも力を貸すと返事し、ﾄﾞｳﾘﾖｳﾀﾞﾅ側は「兵士全員」の加勢を求め、アルジュナ側はクリｼ

ｭﾅたった１人を戦車の御者として加勢を求めた。 

⑥ｸﾘｼｭﾅの教え 

ｱﾙｼﾞｭﾅは親族同志の争いに心を痛め戦意を喪失しかかるがｸﾙｼｭﾅは戦いを躊躇している王子

に対して「戦いを仕事として最高の神に捧げて戦いが成功しても失敗しても心の平静を保つ事が最

高の悟りの境地でヨーガと言うものである」と諭す。（ｳﾞｨｼｭﾇの一切相：ｳﾞｨｼｭｳﾞｧﾙｰﾊﾞ）ｸﾘｼｭﾅは喜ん

で殺戮を勧めているのではなくて、自分の因縁や歴史の全てを受容れて断固として戦わねばならな

いと説いたのです。結果を考えず執着と欲望から離れてこそ絶対者への道であると説いた。 

⑦ｳﾞｨｼｭﾇ神 

ｸﾘｭｼｭﾅは光り輝くヴィシュヌの姿になってｱﾙｼﾞｭﾅに言った。「あなたが私に心を注ぐ時、神の恩

恵によりあらゆる困難に打ち勝つ。」結果を考えない無私の行為が武人としての真実の実践と信仰者

としての解脱への道だと教え、いつも瞑想することを心がけ心の統一を説くｸﾘｭｼｭﾅとの対話を終え

てアルジュナは迷いを吹っ切れた。 

⑧勝利の戦い 

かくして、凄惨にして苛烈な１８日間の戦いはｱﾙｼﾞｭﾅ側の勝利に終わる。勝者の五王子の長兄ﾕ

ﾃﾞｲｼｭﾃｲﾗは無敵の支配者として君臨したが対戦で殆どの一族を無くした事から他の兄弟と共に

神々の住む最高の山ヒマラヤに登ることを決意して実行するが、その道は険しくたった一人最高の

地に辿り着いて、兄弟達の魂が地獄にあることを知り自分も地獄に留まると言った。この言葉でﾕﾃﾞｲ

ｼｭﾃｲﾗと兄弟達は永遠の神の世界に入った。 

以下引き続き、インド神話の物語が描かれた壁画でもあり、インド神話・仏教の遺跡として有名な

「ｱﾝｺｰﾙﾜｯﾄ・トム遺跡」の概要を以下に紹介します。 

［５］ｱﾝｺｰﾙﾜｯﾄ・ﾄﾑ遺跡(カンボジア） 

（１）はじめに 

ｲﾝﾄﾞの神々・仏陀の遺跡はｱﾝｺｰﾙﾜｯﾄとかﾎﾞﾛﾌﾞﾄﾞー ﾙ等周辺国でも著名である。最も有名な仏教、

ヒンズー教の遺跡が本国のｲﾝﾄﾞだけでなく、ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ、ﾀｲ、中国、日本、韓国、ｲﾝドネシア等ｱｼﾞｱ周

辺国にあることはこれ等の文化・宗教の偉大さを新めて感じるものです。ｲﾝﾄﾞｼﾅ半島の中央に位置

するｶﾝﾎﾞｼﾞｱはﾒｺﾝ河とﾄﾝﾚｻｯﾌﾟ湖付近を中心とした農業国である。首都はﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝで公用語はｸﾒｰ

ﾙ語、面積は日本の約半分 18 万 K ㎡で人口は約１３３０万人の国勢。ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ最大の見所は世界文

化遺産であるｱﾝｺｰﾙﾜｯﾄとその周辺の遺跡で、ｼﾞｬﾝｸﾞﾙの奥深く埋もれていたクメール人の遺産であ

る。 

（ｱﾝｺｰﾙ王朝の歴史） 

① ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ古代(802年～) 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱは紀元1世紀ころ、南部の扶南国を中心に繁栄していたが、同じころﾒｺﾝ河中流域を領地

として繁栄していたｸﾒｰﾙ人が4世紀頃に南進し 7世紀前半には現在のカンボジアを領域を支配し、 
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802年ｼﾞｬﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ 2世がｱﾝｺｰﾙ王朝を建国。 続いて、ｲﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ１世が都城を現在のﾛﾘｭｵｽ遺

跡に移動し、その後 889年ﾔｼｮｰｳﾞｧﾙﾏﾝ 1世がﾊﾞｹﾝ山のﾔｼｮﾀﾞﾗﾌﾟﾗに都を移した。 

②ｱﾝｺｰﾙﾜｯﾄ(1113年～) 

ﾔｼｮﾀﾞﾗﾌﾟﾗに都城や寺院、祠堂、用水池が 300年に渡って整備され、1113年に即位したｽｰﾘﾔｳﾞｧ

ﾙﾏﾝ 2 世の時代にそれまでの宗教観、建築技術、装飾､様式を集大成してヒンズー教の神々を祀る

施設であり、自らの墳墓でもあるアンコールワットの建設を開始し、約３０年間で完成させた。大環濠、

参道、回廊、塔堂からなる壮大な伽藍配置は神々の世界を具現化し当時のクメール人の宇宙観を示

すものと言えます。 

③ｱﾝｺｰﾙﾄﾑ(1181年～) 

1177 年ﾁﾔンバ軍に攻め込まれ、ｱﾝｺｰﾙ都城を占領されるが 1181 年ｼﾞｬﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ７世がﾄﾝﾚｻｯﾌﾟ

湖で勝利して王朝を奪回した。ｼﾞｬﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ7世は敬虔な仏教徒で、建設王とよばれ、最大の仏教建

築遺跡としてｱﾝｺｰﾙ・トムを建立した。その後、インドシナ半島の大部分を支配する大王国へと発展

した。 

④王朝衰退（1431年～) 

栄華を極めたｱﾝｺｰﾙ王朝はｼﾞｬｳﾞｧﾙﾏﾝ 7世の死後拡大と衰退が始まり 15世紀前半にアユタヤ王

朝に滅ぼされ廃墟となって密林の中に眠る事になる。 

⑤遺跡発見(1860年) 

16世紀にこの地を訪れたｽﾍﾟｲﾝ人やﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ人の宣教師たち修行者により一部の遺跡調査がなさ

れて、ｱﾝｺｰﾙ遺跡の偉大さが書物に残されたりしたが世間に知られることにはならなかった。その後

1860 年にﾌﾗﾝｽ人ｱﾝﾘｰﾑｱがｱﾝｺｰﾙ探訪記を雑誌に発表してから世紀の大発見として世界の注目

を浴びる事になった。 

⑥よく知られたクメール語 

ｱﾝｺｰﾙ ：町、都      ﾊﾟﾗｲ ：貯水池     ﾜ ｯ ﾄ ：寺、寺院 

ｽ  ﾚ ｲ ：女性       ﾌﾟﾉﾝ ：山、丘      ﾒ ﾎﾞ ﾝ ：思慮溢れる母、大池中寺院 

ﾄ    ﾑ ：大きい      ﾌﾟﾘ ﾔ：聖なる      ﾒｰﾙ山 ：須弥山 

（２）アンコールワット遺跡 

①はじめに 

・天空に近づくピラミッド型石造寺院 

建築年代：１２世紀半頃、建築者：ｽﾘﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ２世、様式：アンコールワット様式 

信仰：ヒンズー教、 遺産：1992年世界文化遺産 

アンコールワットは 12世紀前半にｽｰﾘﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ 2世によって 30年あまりの年月を費やし建造された

巨大な石造寺院である。 

ヒンズー教のヴィシュヌ神に捧げると共に王自身の墳墓として建造されたもの。周囲は長さ５．６ｋｍの

環濠で囲まれ、西塔門から真直ぐのびる参道を進むと中心に向って高くなる３重の回廊があり、中央

には世界の中心であるﾒｰﾙ山(須弥山）を模した塔堂がある。中央に歩むほど天界へと近づくピラミッ

ド型の大伽藍は当時の建築技術の高さと優れた芸術性に溢れ、当時のクメール人宇宙観・宗教観を

象徴する建造物である。 

② 遺跡の概要 

ｱﾝｺｰﾙﾜｯﾄへの正面入口は寺院の西参道側の西塔門で石畳が真直ぐ 540ｍ続き大海を意味する 
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壕を渡ると参道両側欄干に、ヒンズー教の蛇神ﾅｰｶﾞが配置されている。 

（第１回廊）  一番外側の第１回廊は高さ 5ｍ東西 200ｍ南北180ｍで一周は 760ｍ。 

西面南側   第１回廊正面右手は古代ｲﾝﾄﾞの叙事詩「ﾏﾊｰﾊﾞー ﾗﾀ」のﾚﾘｰﾌがある。 

ﾊﾟｰﾝﾀﾞｳﾞｧ族とｶｳﾗｳﾞｧ族が王位を巡り戦う物語が描かれている。兵士・馬･車･武器が細

密に描かれ、当時の戦争のｽﾀｲﾙが良く解る。 

西面北側   西面左側には、ﾋﾝｽﾞー 教の祭典「ﾗｰﾏｰﾔﾅ」神話が描かれている。英雄ﾗｰﾏ王子率いる

聖軍の隊長である猿の軍団ﾊﾏﾇｰﾝが悪魔ﾗｳﾞｧｰﾅを討つ大迫力シーンである。 

南面西側   南面にはｱﾝｺｰﾙﾜｯﾄを建立したｽｰﾘﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ 2世の行軍の様子を描写 

南面東側   奥の東面は｢天国と地獄｣が上段に天国､下段に地獄が描かれており中段には死と裁判

を司るﾔﾏ神が裁定を下している。特に針地獄、ムチ打ち刑火責め、舌抜きなど刑事罰

がリアルに描かれている。 

東面南側   東面南側のﾚﾘｰﾌにはﾋﾝｽﾞｰ教の天地創造の神話、不老不死の妙薬ｱﾑﾘﾀを入手する

ために神々と阿修羅が大蛇の網を引き合い､乳海を攪拌する「乳海攪拌」が描かれてい

る。 

（第２回廊）  第１回廊から第２回朗へ進む途中に南北交叉する「十字回廊」がある。回廊内部は 4 つ

の池があり信者が礼拝前に沐浴した場所と言われる。17世紀にここを訪れた日本人「森

本右近太夫」で日本語墨書が残る。第 2回廊は東西115ｍ､南北100ｍ､1周430ｍあり、

外壁には女神ﾃﾞｲｳﾞｧﾀｰの彫刻が無数にある。 

（第３回廊）  第３回廊は１辺 60ｍの正方形で中央にﾒｰﾙ山を模した地上 65ｍの祠堂と４隅に塔が配

置されている。中央祠堂には過って、ｳﾞｨｼｭﾇ神と王が合体したｳﾞｨｼｭﾇ･ﾗｰｼﾞｬ神王像が

祭られていた。 

（３）アンコール・トム遺跡 

①はじめに 

・密林の中に浮かび上がる王城・仏教遺跡 

建築年代 ： 12 世紀後半から 12 世紀初頭、   建築者 ： ｼﾞｬﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ７世、           様  

式 ： ﾊﾞｲﾖﾝ様式     信仰 ： 大乗仏教 

1181年ﾍﾞﾄﾅﾑ中部のﾁｬﾝﾊﾞ王国に支配されていた王国を奪還して王位についたｼﾞｬﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ 7世が

ｸﾒｰﾙ王国再建の為､造営した城塞都市。観世音菩薩を祀る仏教寺院バイヨンを中心に、神殿、王宮、

テラスなど様々な施設が点在する。大きな町を意味する「ｱﾝｺｰﾙﾄﾑ」は１２世紀末から１３世紀初頭に

ｸﾒｰﾙ王国最後の王「ｼﾞｬﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ７世」によって建立された都市で当時ﾔｼｬﾀﾞﾗﾌﾟﾗと呼ばれていた。

都は113ｍ幅の環濠と高さ8ｍ１辺3㎞の壁で囲まれた城塞となっており、外部へ通じる５つの城門は

朝開き、夜は閉じた。場内は主要道路が十字に走り、中心には仏教寺院のﾊﾞｲﾖﾝが聳えている。林

立する四面観世音菩薩像や庶民の暮らしや戦争を描いたﾚﾘｰﾌがある。アンコールトム全ての四面

仏は東西南北を向いて四方に隈なく慈光を放つｱﾝｺﾙﾄﾑは1辺３㎞の正方形土地でこれを四つ切に

すると中心がﾊﾞｲﾖﾝでｱﾝｺｰﾙﾄﾑを４分割すると主要な施設は北西部に建造されている。 

・北西部 ：王宮、ﾋﾞﾐｬﾅｶｽ、ﾊﾟﾌﾞー ｵﾝ、象のﾃﾗｽ      ・南東部：死者の門 

・北東部 ：ﾌﾟﾘﾔﾋﾟﾄｳ、12の塔、北ｸﾘﾔﾝ、勝利の門    ・南西部： 

②遺跡の概要(ｱﾝｺｰﾙﾄﾑ） 

南大門：ｱﾝｺｰﾙトムには 5つの門があり、ｱﾝｺｰﾙﾜｯﾄ側から南大門が入口となる。 
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南大門に向って左側に54体の神々、右側には54体の阿修羅像が並び、どちらも大蛇ﾅｰｶﾞを網にし

て引き合っている。門の上にはｼﾞｬﾔﾊﾞﾙﾏﾝ 7世が最も崇拝した巨大な観世音の四面仏がある。 

ﾊﾞｲﾖﾝ：南大門をくぐるとアンコールﾄﾑの中心となる寺院、バイヨンが現れる。ﾊﾞｲﾖﾝ神の棲む聖域と

されるﾒｰﾙ山(須弥山）を模したもので世界の中心と言う意味で建造された。城壁はヒマラヤを、

壕は大洋を表し、正面はﾃﾗｽのある東側で寺院内には高さ 42ｍの中央殿を取り囲むように 16

の尖塔が林立しその頂部には「ｸﾒｰﾙの微笑み」と呼ばれる表情豊かな観世音菩薩の巨大な

顔が刻まれている。回廊の壁には当時の貴族や庶民の生活の様子を表す彫刻がまた、バイ

ヨンの中心に聳える中央本殿の塔内部には当時ﾘﾝｶﾞが祭られていた。 

（第１回廊）  第一回廊にはｼﾞｬﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ 7世が統治していた頃のｸﾒｰﾙ人の生活の様子 

が描かれている 

東面南側   王の行軍の様子、ｸﾒｰﾙ戦士や顎鬚を生やした中国人傭兵と更には料理を造る人、市

場の競りの様子や踊り子の姿が見られる。 

南面東側   正面の南面右側には、上部が水上尖塔の様子が、下部には投げ網打つ漁師や闘鶏や

ﾁｴｽに興じる様子など人々の活気に溢れる暮らしが描かれている。 

南面西側   象軍を主体としたｸﾒｰﾙ軍の行進とﾃｲﾝﾊﾞ軍との戦いの様子。 

西面南側   建築の様子と虎から逃げるバラモン僧など 

西面北側   退却する軍      北 東 面  敗軍や合戦の様子 

（第２回廊） 

東面南側    2人の武将の戦い、王や王妃の行列、小鳥を持ったﾃﾞｳﾞｧﾀﾞー  

東面北側   車に乗る王と王妃 

南面東側   王妃や王宮の様子、ﾗｲｵﾝと戦うｸﾘｼｭﾅ 

南面西側   顎鬚を生やしたシヴァ神とヴィシュヌ神 

西面南側   ｶﾙｰﾀﾞに乗ったｳﾞｨｼｭﾇ神、てこの原理で石を積み上げる様子。 

西面北側   乳海攪拌など 

北面西側   大蛇ナーガと動物たち、船に乗る王と王妃、ﾅﾝﾃﾞｲﾝ牛に乗るｼｳﾞｧ神 

北面東側   ｼｳﾞｧ神とｳﾏｰ、ｱﾙｼﾞｭﾅとｼｳﾞｧとの戦い、ｶｲﾗｽ山を揺るがすﾗｰｳﾞｧﾅ 

以上のとおり「インド神話とその世界遺産」の報告を終わります。  

                             作成H22.10.26      (おわり) 
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